
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践報告では、障害者就業・生活支援センターと病院の取り組みを報告いただきました。 

～うさぎのブランコ～ 
ホームページより PDF 形式でご覧いただ

くことができます 
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          令和 3年 3月  丹後圏域地域リハビリ通信 ～うさぎのブランコ～  第 38号① 

編集/発行 

丹後圏域地域リハビリテーション支援センター 
(公益財団法人 丹後中央病院内) 

〒627-8555 京丹後市峰山町杉谷 158-1 

 

TEL 0772-62-8301  FAX 0772-62-8302 

e-mail tango-rehabili-shien@tangohp.com 

http://www.tangohp.com/tangoshien.html 

 

令和 2年度 第 4回 事例検討会 開催報告 

「障害のある人への就労支援」をテーマに17 名の方に参加いただきました。 

日 時：令和 3 年 2 月 3 日（水）14：00～16：00 

場 所：WEB 

まずは相談してみる。 
連携が大切！！ 

障害者就業・生活支援センターこまち 

センター長 石塚 寿幸 氏 

 障害のある方の職業生活を支えるために、リハビリ専門職と企業、福祉を 

繋いでいきたい。 

 障害のある方本人と職種や仕事内容のマッチングを検討していく。 

グループワークで出た意見 

 障害者の就労について学ぶことができた。支援に動けていないと感じた。支援者が気づけて

いないだけで、実は専門的な就労支援が必要な方がたくさんいるのではないか。 

 介護保険のサービスにないものがあり、障害分野の関わり、連携ができるとよい。 

 企業側は障害者就労についてわかっていない点があると感じる。 

mailto:tango-rehabili-shien@tangohp.com
http://www.tangohp.com/tangoshien.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          令和 3年 3月  丹後圏域地域リハビリ通信 ～うさぎのブランコ～  第 38号② 

令和 2年度 丹後圏域地域リハビリテーション実践交流会 

お気軽サミット 開催報告 

日 時：令和 3 年 3 月 9 日（火）15：00～17：00 

2008年から始まり、2016年から地域包括ケアと合同で開催していた 

「お気軽サミット」を実践報告中心にリニューアルし、WEBで行いました。 

丹後の様々な領域から60 名の方に参加いただきました。 

 同じ悩み、同じ目標があることに気づ

き、摂食嚥下障害評価表、食事環境カー

ドを作成してチーム始動 

 最期まで食べられる支援のためのリスク

管理ができる職員の育成を目指して活動

を継続している 

 統合失調症と解離性運動障害を持ち、外

出の際、ヘルパー１人介助で移乗が困難

となっている事例 

 介助ベルトの導入で、ヘルパー1 人での

安全な移乗が可能となり、本人も安心 

 その後も心身状態に合わせ、多職種で環

境や生活方法を検討している 

与謝野町障害者相談支援事業所結 相談支援専門員 小北 亜希子 氏 

特別養護老人ホーム夕凪の里 

機能訓練指導員 松岡 久恵 氏 管理栄養士 秋田 未来帆 氏 

特別養護老人ホームでの摂食嚥下サポートチームの取り組み 

統合失調症・解離性障害を持つ方の安全な移乗について 

～丹後圏域地域リハビリテーション支援センターを利用して～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          令和 3年 3月  丹後圏域地域リハビリ通信 ～うさぎのブランコ～  第 38号③ 

宇川診療所 通所リハビリテーション 理学療法士 東 小百合 氏 

京丹後市立弥栄病院 作業療法士 田中 利典 氏 

サンシェア和’S 生活相談員 伊賀 辰徳 氏 

 対象者個別の運動プログラムを立案し、実施 

 体力測定を 1 ヶ月ごとに行い、プログラムの

見直しを行っている 

 運動プログラムから日常生活の変化、体力向

上で趣味も充実。社会参加の拡充につなが

る。 

 介護現場では病院とは異なる洞察力、観察力、対

応力が必要である 

 介護現場は自分たちが思っている以上にがんばっ

ている 

 丹後町には横のつながり、支え合いが豊富 

 入退院を繰り返す COPD（慢性閉塞性肺疾患）

患者に心理的側面から行動変容につなげる介入

を実施 

 目標の合意を図ることで自己効力感の向上も図

れた 

COPD患者の患者教育を作業療法で行って ～行動変容を心理的側面から考える～ 

介護予防通所介護サービスでの運動プログラムの取り組み 

医療現場から介護現場で働いて ～自分の役割とは～ 

 一言でリハビリと言っても、嚥下、移動、患者教育、運動プログラム、多職種連携と様々な領

域についての発表を拝聴したことは有意義であったと感じた 

 色々な施設の取り組みを知ることができ、勉強になった。初めて知る施設もあり、地域のこと

がもっと知りたいと思っている。このような会を継続していただき、横のつながりを大切に丹

後の医療介護がもっと盛り上がれるとよいと思う 

 他職種、領域も様々という側面をもう少し工夫して交流できればありがたかった 

 他職種の活動を聞くことができてよかった。WEB だからこそ多職種が参加しやすかった 

アンケートより 
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 リハビリ相談・訪問指導 

右の QR コードまたはホームページから申込用紙をダウンロードして 

申し込んでください 

 事例検討会 

①リハリハ連携（仮） 

②介護予防（仮） 

③小児リハ（仮） 

④障害福祉との連携（仮） 

 ステップアップ研修 

 丹後圏域地域リハビリテーション実践交流会 お気軽サミット 

実践報告の演題は随時募集しています！お気軽にお問い合わせください 

※詳細については、http://www.tangohp.com/tangoshien.html を参照ください。 

令和 3年度 事業予定 

地域包括支援センター等に対するリハビリテーションサービスに関する助言・相談対応 

件数 41 件 

内容 市町村関連：京丹後市、与謝野町の地域ケア個別会議 10 件、宮津市、京丹後市、与謝野町の地域ケア推進会議 4 件 

         京丹後市、与謝野町の認知症カフェ連絡会 5 件、京丹後市のケアスタッフ会議 2 件、ケアマネ会議 7 件 

         宮津市、京丹後市、伊根町の地域リハビリテーション検討会議 6 件 

   その他対応：認知症交流相談会 1 件、医療的ケア部会 1 件、相談支援部会 2 件、訪問リハ事業所連絡会 1 件 

         丹後地域セラピスト連絡会 2 件 

従事者支援のための訪問・相談 

件数 51 件 

内容 特養 2 件、グループホーム 1 件、居宅介護支援事業所 10 件、小規模多機能型居宅介護事業所 2 件 

   介護予防通所介護 8 件、リハ特化型通所介護 1 件、地域包括支援センター2 件、社会福祉協議会 1 件 

   訪問看護ステーション 2 件、障害者支援センター3 件、障害者支援施設 7 件、保育園 1 件、行政 3 件、病院 8 件 

  （協力病院による対応 5 件） 

リハビリサービス窓口担当者との定期的な事例検討会の開催 

開催日 参加者 テーマ 

１ 令和 2 年 11 月 11 日（水） 26 名 『宮津市の地域リハビリテーションの展望』 

２ 令和 2 年 12 月 2 日（水） 39 名 『リハビリテーション専門職の連携』 

３ 令和 2 年 12 月 18 日（金） 29 名 『医療的ケア児等コーディネーターとリハビリテーション専門職の協働』 

４ 令和 3 年 2 月 3 日（水） 17 名 『障害のある人への就労支援』 

 

令和２年度 事業報告 

http://www.tangohp.com/tangoshien.html

